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抄録:本稿は、著者 2 名が協力して京田辺市立桃園小学校の第 5 学年で実施した授業記録である。

授業は第一筆者が実施した。授業の対象は自動車工業である。第 5 学年では外国への関心を高

める必要があることを踏まえて、授業は自動車の生産上位 5 か国を考えるクイズから始めた。

続いて、生産台数が世界第 1 位である中国の自動車需要の高さを画像で示した。使用した画像は、

ドイツの教科書に掲載された中国の高速道路インターチェンジと高層マンション群の写真であ

る。その後、児童にリアリティを感じてもらうために、ドイツの同じ教科書に掲載された自動

車メーカーが顕名になった地図を提示し、自動車生産の特徴を考える授業を実践した。児童に

よる振り返り（感想）をテキストマイニングで分析すると、授業提供が概ね好評であったこと

が判明した。さらに、児童が世界規模での考察ができることを確認できた。

索引語 :小学校社会科、授業実践、自動車工業、振り返り、テキストマイニング

Abstract: Abstract: This article presents an insightful account of a collaborative class conducted by 
two authors at Kyotanabe City Toen Elementary School in Kyoto Prefecture. The class 
focused on the auto industry and aimed to engage students in exploring global perspectives. 
The class began with a captivating quiz on the top five car-producing countries, designed to 
spark interest in foreign nations. To further contextualize the topic, a striking image 
depicting the scale of Chinese automobile demand in Shanghai, sourced from a German 
geographical textbook, was shown. The students also delved into informative maps from the 
same textbook, which vividly portrayed the auto industry, including specific automobile 
company names that captured the students' attention and made the experience more 
immersive. Notably, text-mining analysis revealed the class's popularity, as the children's 
impressions were profoundly positive. Moreover, this engaging educational approach 
successfully encouraged the students to contemplate issues on a global scale, fostering a 
broader perspective on the world.

＊ 京田辺市立草内小学校
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1．はじめに

異校種間の連携教育・学習の重要性が指摘される環境のもと、多くの教育機関で連携が試行

されている。たとえば、野ケ山ほか（2021）は小中高の連携教育の一環として、被災地を取り

上げた学習内容を「自地域を見詰め直す」という観点に立って身近な地域の学習内容に発展さ

せる実例を示した。また、葭内（2019）は、高校生による小学校での授業実演を通じて、学習

指導要領の改訂の度に小中高の社会科（地理歴史科と公民科を含む）と家庭科で着目度を高め

るエシカルな消費者教育の実践例を示した。

小中、中高、さらに高大のような隣接校種だけでなく、教員養成機関としての大学と初等中

等教育の各校種との連携も看過できない。なぜなら、そこには児童生徒と大学教員の双方に利

点が認められるからである。児童生徒にとって最大の利点は、普段とは異なる担当者から授業

を受け、新鮮な気持ちで学習に取り組む刺激が与えられることにある。他方、大学教員にとっ

ての利点は、初等中等教育の現場の状況を肌で感じ、その成果を大学の授業で受講生へ還元で

きることにある。さらに初等中等教育の学級担任や普段の授業担当者にとっては、新しい視点

や教材のヒントが得られ、教科内容の深化や充実を図れる利点がある。

本稿第一筆者の香川は、教員養成系大学に勤務することから、これまで数多くの授業を各校

種に提供してきた。今回はかつての指導学生である第二筆者の竹村から授業実践の依頼を受け、

京田辺市立桃園小学校第 5 学年の 3 学級において授業を行うこととなった。桃園小学校は 2021
年度まで第二筆者が勤務していた小学校である。本稿は、そこでの授業実践のようすを整理し

たものである。ただ、この試みは 1 日だけの単発的な授業実践なので、十分な効果の検証等に

は至れていないことあらかじめ断っておきたい。

竹村から香川への授業実践の依頼は 2021 年 8 月中旬に届いた。当初の依頼は、2 学期に授業

実施ということで取扱単元は指定されていなかった。そこで小学校学習指導要領（文部科学省、

2018）、各社の小学校社会科教科書を参考にして、香川から竹村へ数種の授業案を提示した。

その一方で香川は、竹村へ実施時期と取扱単元の具体を詰めてもらった。竹村が第 5 学年担

任と話し合った結果、① 10 月上旬に第 5 学年の 3 学級すべてで同一内容を同一日程の別時間に

実施、②扱う内容は使用している N 社の教科書のうち大単元「工業」の中の小単元「自動車工

業の盛んな地域」の中に設ける、という授業を提供することになった（第 1 表）。

第 1 表によれば、本時の一つ前の授業では、日本の自動車メーカーの海外生産や自動車の輸

出入を扱うことになっており、一つ後ろの授業では環境や衝突安全への工夫が主題になってい

る。外国の自動車メーカーにも光を当てる本時の実践は、①児童の海外への関心を高めること、

②小単元 3「日本の貿易とこれからの工業生産」に向けて、世界における日本の自動車生産の位

置付けを図ること、以上の 2 点を目的にしている。

実施概要の確定後、香川は授業で使用するスライドの準備に取り掛かった。このスライドは

A4 用紙片面に 6 枚のスライドが配置されたものが 2 枚あり、児童がサブノートとして使用しな

がら映写内容に集中できるよう工夫した。地図や写真は、A4 用紙にフルサイズプリントして見

Key Words: Key Words: elementary school social studies, classroom practice, auto industry, reflection, 
text mining
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やすくした。その後、幾度かの調整を経て、授業実施日程は 2021 年 10 月 7 日（木）の第 2 限～

第 4 限（各 45 分）となった。

なお、当時の竹村は第 5 学年の担任と学年主任を兼務していた。本稿におけるオーサーシッ

プは、授業実施要領の決定に至るまでの調整を筆者 2 名、授業実施の準備と第 5 学年 3 学級の

担任との微調整（時間割や進度の調整、「振り返りシート」の作成など）を竹村、既往研究の収

集と整理を香川、授業実践を香川、「振り返りシート」記入内容の電子媒体化を竹村、電子媒体

を素材にしたテキストマイニングによる分析を香川、分析結果の検討を筆者 2 名、本稿の草稿

執筆を香川、草稿の点検及び以降の行程を筆者 2 名で取り組むことで担保した。

2．提供した授業の準備

（1）授業実践をめぐる近年の研究動向―自動車工業を中心に―

教科書に載っている工業生産は、児童からみて身近な家族等に関係者がいない限り、決して

親しみやすい単元ではない（香川、2014）。各社の教科書では、児童が親しみを持てるよう配慮

して生産ラインの写真や組立工程の略図が多くみられる。しかし、児童が親しみを感じること

を阻害している要因がある。それは、児童の知っている自動車メーカーの名称を顕名にできな

いことであると筆者 2 名は考えている。つまり、日本で発行されている小学校の検定済教科書

ではトヨタやニッサンなどの社名表記は無く、単に「自動車工場」と記されている。これが中

第 1表　大単元「工業生産と私たちのくらし」の中での本時の位置づけ

Table 1　The placement of this class practice in the large unit

'Industrial production and our daily life'

1
 2
 3
    4

1
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日本文教出版（2021）「単元構成一覧」5 年生

https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/s-shakai の一部を改変。
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学校や高等学校段階になると「輸送用機械機器製造業」と記されることもある。この件につい

ては、中学校の授業において大野（2010）がトヨタを顕名にした授業を試みて成功している。

メーカー名を顕名にするにせよ、自動車工場はそれを校外学習等で見学しない限り、児童は

リアリティを感じにくい。そこで地元にある自動車部品工場を調べる試み（河崎、2013）、やは

り地元の施設である鈴鹿サーキットを活用したワークショップ形式の対話的な授業（松本ほか、

2018）など、有意義な授業実践がなされている。

そこで、以下の本節では、2010 年以降になされた授業実践研究の動向を概観しておく。決し

て網羅的ではないが、消費者の価値観変容に代表される社会変化にともない、自動車の生産現

場が変革を余儀なくされ、それを受けて授業内容も見直しを迫られるという構図が理解できる。

こうした動向を概観的であれ知っておくことは、日々の業務に忙殺されて教材研究の時間を確

保しにくい小学校教員にとって価値が高い。

自動車生産をめぐる難しさは、児童だけでなく授業を実践する教師にとっても同様である。

それは自動車工業が世界規模で展開する業種であることに起因しており、消費者の動向に敏感

な業界が不断に技術開発や生産の変革を行っているためである。基本となるのは、自動車工業

をめぐって須賀（2017）が指摘した児童の「なぜ？」という疑問を引き出せるような授業設計

である。それを実現するには、教師の側に相応の準備や知識が不可欠である。

最近 10 年程度の研究に限ってみても、生産方式が少品種大量生産に好適なライン型から多品

種少量生産に親和性のあるセル型へ移行していることを考えさせる授業が平川（2013）によっ

て提案され、貿易摩擦解消のために多用されている現地生産を理解させる授業実践例が西浦

（2019）によって報告された。

このような生産現場の変化は、児童に自動車の仕組や構造を理解させることで環境問題への

関心を高めていく村瀬（2010）の実践、自動車社会を「生産と消費」ではなく「環境への負荷

軽減」の観点から説明できるようにする根本（2013）や柳沼（2019）の試みなどで、教育現場

にも変化が生じつつある。

同様の提案は教員養成の現場でも試行されている。たとえば、關ほか 7 名（2017）や關ほか

11 名（2019）は近年の自動車産業がもつ特性を考えさせる授業開発を試み、前者では環境問題

の改善に向けた工夫、後者では安全対策に軸足が定められている。前掲の第 1 表と対照すれば、

小単元 2 の小見出し 5 や同 6 に焦点を定めた試みといえるだろう。これらの研究は、当初より

授業開発を目的としている。それゆえ、児童の「振り返り」を用いて、単発的かつ試行的な授

業実践の効用を探る点に独自性がある本研究とは、方法や目的に相違が認められる。

技術革新が著しい自動車産業ゆえに、初等教育に携わる教員が中等教育や高等教育の水準に

ある知識を身につけておくことも大切である。たとえば内藤（2010）はクリーンディーゼル車

の利点や自動車業界の EV シフトへの動きを紹介しており、それは前掲の柳沼（2019）でも確

認できる。松橋（2010）は世界経済との関連のもとで自動車産業をとらえることの大切さを説き、

埴岡（2011）は自動車産業が集積する中京地区をモデルにして地理学が得意とするマルチ・スケー

ルの観点による自動車産業の授業開発を世に問うた。さらに、自動車産業の労働環境における

「暗」や「負」を照射した北嶋（2010）の視座は、初等教育の授業において高学年での学習内容

の基盤となり得るだろう 1）。

以上に整理した自動車工業をめぐる教育実践に関する研究は、従来多くみられた工場分布や
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製造現場のようす、製品輸出などのメディアでも頻出する領域だけではない部分に光を当てて

いるのが特色である。そこで共通して注目されているのは、製造工程の背後にある事象、さら

に具体を記すと自動車生産や販売、流通などの背後にある諸環境である。こうした傾向は、諸

事象の過程や背景への関心と理解を促すコンピテンシーベースの価値観が教育現場で着目され

ていることを如実に物語っている。

（2）提供した授業内容の設計

前節で述べた研究動向を踏まえると、社会科の教育内容が、分布や変化の知識を得るコンテ

ンツベースから、地図や統計の活用により分布や変化の背景や理由を考えるというコンピテン

シーベースに移行していることが明らかである。

そこで、提供した授業内容の設計に際しては「本時の目標」を「資料解釈を通じて、社会科

は暗記教科ではなく考える教科ということを体験する」に定めた。その具体は、①「明確に実

態を把握できる統計的数値の明示と資料を活用して考える楽しさを知る」、②「自動車メーカー

の顕名化と世界的視野で眺める面白さを実感する」の 2 点である。

授業の前半では、上記の焦点のうち前者「明確に実態を把握できる統計的数値」を扱った。

第 5 学年では「国土」の単元で「世界の中での日本の位置づけ」にも力点が置かれ、児童の関

心が世界へ拡大されるため、今回は自動車生産の上位 5 か国をクイズ形式で教材化した。使用

したデータは、日本自動車工業会（2020）による Web サイト内の世界各国 / 地域の四輪車生産

台数」である。同資料によれば、四輪自動車生産台数の世界トップ 5 は、1 位：中国（約 2、
781 万台）、2 位：アメリカ合衆国（約 1、130 万台）、3 位：日本（約 973 万台）、4 位：インド

（約 514 万台）、第 5 位：ドイツ（約 512 万台）となる 2）。日本が 3 位なのでそれを伏せ、授業

では 1 ～ 3 位の国を考えさせた。

授業の後半では、上述の焦点②、すなわち「自動車メーカーの顕名化と世界的視野で眺める

ことの面白さの提案」で活用したのは、香川（2008、2009）で扱ったドイツのギムナジウム第

9/10 学年の地理教科書である。使用学年を日本と比較すれば中学校第 3 学年から高等学校第 1
学年に相当する。この教科書の発行は 10 数年前ながら、一貫して「覚えること」よりも「考え

ること」に軸足を置いている。つまり、現行の学習指導要領（2017（平成 29）年告示）が謳う「主

体的・対話的で深い学び」に符合しており、細かな統計的数値にさえ拘泥しない限り、今回の

授業提供の教材として相応しいと判断した。

3．授業実践のようす

前章に記した授業設計に基づいて、2021 年 10 月 7 日（木）の第 2 限～第 4 限に京田辺市立

桃園小学校第 5 学年の 1 組～ 3 組の各学級で同一内容の授業を実施した。授業時間は各学級と

も 45 分である。教室では各学級の担任の協力を得て大型モニターに PowerPoint で教材スライ

ドを映写し、12 枚のスライドからなる資料（第 1 図）を各児童に配布した。

ただし、本稿に掲載した第 1 図は著作権保護とスペースの関係から 3 列 4 行の横配置に縮小

編集している。授業では第Ⅰ章で述べたサブノートにもなるスライドのプリントを配布した。
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第 1 図　提供授業で使ったスライド

Figure 1  The presentation slides for this class practice

注）スライド内の写真や図は不鮮明になっているのは著作権を保護するためである。

（第 1 筆者作成）
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授業は上記のスライドに沿って進めた。なお、本時は研究発表会ではないため、時程を組み

込んだ指導案は作成していない。ただ、1 枚目と 2 枚目のスライドで講師（香川）の自己紹介に

加え、「本時の目標」である「資料解釈を通じて、社会科は暗記教科ではなく考える教科という

ことを体験する」に触れ、「自動車工業を通じて考えることの楽しさを知りましょう」と伝えた。

また、授業の最後の 5 分は学習の振り返りを兼ねた「感想を書くための時間」としたため、ス

ライド 3 枚目から 12 枚目までの 10 枚分を残りの 35 分でこなした。総じて児童は授業担当者が

変わると新鮮な気持ちになって集中力が増すので、それを織り込んだ実践とした。

「本時の目標」の具体を整理した 2 枚目のスライドでは、①最近の世界の自動車生産、②日本

の自動車生産の 2 点にスポットを当てた。これらは、第 5 学年の社会科で、外国との関係に着

目した日本の理解が重視されることを反映したものである。こうして好奇心を刺激したうえで、

展開（前半）に相当する 3 枚目～ 6 枚目のスライドを作成した。時間の配当は 15 分で設計した。

ここでは児童の多くが好む傾向にあるランキングを活用して、自動車生産台数の上位 5 か国を

扱った。資料には前章で触れた日本自動車工業会（2020）による 2018 年データを用いた。3 枚

目のスライドでは、自動車生産台数の上位 3 か国を伏せ、年間生産台数の数値を示した。単に

順位を示すのではなく、統計により相対的な多寡を実感させることが大切である。

児童には、3 枚目のスライドを眺めてもらった直後に 4 枚目のスライドを映写して 1 ～ 3 位

の国がどこであるのかのヒントを与えた。続けて 5 枚目のスライドを使って国名を考えてもらっ

た。「間違えても大丈夫ですよ」と声掛けをしながら、配布資料への記入状況を観察し、タイミ

ングを見計らって「分かる人はいますか？」と発問し、児童からの答えを集めた。

次に、映写するスライドを切り替えて 3 位から順に解答を開示していった。4 枚目のスライド

上のヒントを活用して、多くの児童が正解に至れたようである。ただ、中国が 1 位であること

に驚いた児童の多さは明らかで、それは第Ⅳ章で述べる分析結果から知ることができる。

この意外性は、準備段階から予想されたことである。そこで筆者は「中国で自動車生産が多

い理由」を考えさせることにして 6 枚目のスライドを作っておいた。つまり、地理学の研究視

点の中で類似点と相違点を追究する比較地理学の手法に触れてもらった。高等学校の「地理」

では BRICs にグループ化される中国とインドの両国が多くの人口を持つことは、各学級とも数

名の児童が指摘してくれた。やや難しい共通点として、①国が急成長していること、②輸出入

に便利な海に面した国で輸出入額がともに大きいことなどは、授業時間の制約もあり、児童と

やり取りをする中で筆者から解答を開示した。

展開（後半）で使う 7 枚目～ 12 枚目までの 6 枚のスライドのうち、11 枚目までは前章で述

べたドイツのギムナジウム教科書を援用した。最後の 12 枚目スライドでは全体のまとめとして、

既述の「本時の目標」を再確認した。では、7 枚目以降のスライド活用の具体をみていこう。

まず 7 枚目スライドを映写し、それは別紙の A4 フルサイズでも配付していることを児童に伝

えた。スライドには大小の写真（小さな写真は大きな写真の左下のウインドウ）がある。ここで、

大小いずれかが日本の東京、他方が中国の上海であると説明し、大きな写真がどちらの国のも

のであるかを考えさせた。正解は各学級とも瞬時に出た。

何人かの児童に判断理由を尋ねたところ「車が右側通行なので日本ではない」「漢字の多い看

板がある」などの発言を得た。かなり集中して取り組めていたように感じられた。

正解を褒めたうえで「この広い道や林立したビルのある写真は、四条烏丸や四条河原町 3）の
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ような大都市の中心部を写したものではありません。宇治や京田辺、城陽のような大都市の中

心から少し離れた場所 4）で撮られたものです」と伝えた。各学級とも児童から驚嘆の声が上がっ

た。写真教材を使うことで、展開（前半）で扱った中国の自動車生産量の多さの背景が理解で

きたはずである。

8枚目と9枚目のスライドはセットにして活用した。8枚目スライドの空欄には「会社のマーク」

「ブランドマーク」などが入る。平易に回答できる発問で、各学級とも即座に正解が出た。この

空欄の補充後に映した 9 枚目スライドでは、日本の教科書が自動車メーカーを明記できない理

由を児童に尋ねた。少し難しく感じた児童もいたようだが、回答しやすいように空欄を設計し

たため、大きな混乱は生じなかった。

展開（後半）の山場となる 10 枚目と 11 枚目のスライドは、第Ⅱ章第 2 節の冒頭に記載した

②「自動車メーカーの顕名化と世界的視野で眺める面白さの提案」を具現化したものである。

まず 10 枚目スライドでは、日本の自動車メーカー各社の本社や工場が日本国内のどこに分布し

ているのかが明示されており、深掘りすれば各社の生産戦略を読み取ることもできる。また 11
枚目スライドでは、ドイツと日本を代表するフォルクスワーゲンとトヨタの世界各地での事業

展開を表現した世界地図を並べて示した 5）。

この両図は、ドイツのギムナジウムにおける地理授業では「両社の生産拠点の分布の違いか

ら経営戦略を読み解く」という作業課題を伴っているが、小学校第 5 学年の児童には水準が高

過ぎる。そこで「各々の会社の工場分布の違いから、それぞれの会社がどこで自分の会社の自

動車を売りたいのかがわかります」と話して、地図を眺めることの楽しさを理解してもらえる

ようにした。経済地理学的な分布論の説明は、教師が上手く咀嚼して伝えれば、児童の関心や

能力を伸ばすことができる。

締めくくりの 12 枚目スライドは、既述のとおり「本時の目標」の再確認を図りつつ、授業の「振

り返り」を児童に自由記述で促した。

4．児童の「振り返り」からみた効果の検証

授業を実践した第 5 学年の 3 学級ともに、授業の最後に 5 分程度の「振り返り」時間を設け、

授業で印象に残ったことや感想を児童に書いてもらった。竹村がそれをWordファイルにまとめ、

香川が User Local 社の無償サイトを使ってテキストマイニング処理した。

テキストマイニングは、自由記述文やインタビュー結果を素材として、そこから読み取れる

傾向の検出に便利な解析方法である。多くの企業で消費者マインドの解析に使われ、解析結果

が商品企画や生産計画に活用されている。また、近年では国政選挙の際の世論や投票行動の分

析として新聞やテレビの報道でも頻用されるようになってきた。ともすれば主観的・経験的に

なりがちな授業実践効果の検証では、飛躍的に客観性を高めることができる。

結果のアウトプットには目的に応じて使える様々なものが用意されている 6）。本研究では、コ

ロナ禍のもとで実施された教育実習における実習生の感想を分析した筆者による先例（香川ほ

か 6 名、2022：香川ほか 3 名、2022）と同様、数ある結果表現の中からワードクラウド（スコ

ア順表示）を使った。これによる表示は、テキストマイニングに精通していない者が眺めても
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直感的に内容や傾向を把握できる点で優れており、上述した新聞やテレビの報道でもそのビジュ

アル性の高さや分り易さが評価され我々の目に留まる機会が多い。

各学級の児童による「振り返り」全文をデータソースとして、それをテキストマイニングし

た結果を表現したのが第 2 図である。本誌の誌面では白黒印刷されている単語群は、リポジト

リ等でのアウトプット時には、名詞が青色、動詞が赤色、形容詞が緑色、感動詞が灰色でカラー

表示され、その説得力が一層強化される。

この図を眺めると、授業のテーマである「自動車」が最も大きく、次いで「中国」、そして「面

す」、更に「アメリカ合衆国」が大きさの順で続く。このうち「面す」は、中国やインドの自動

車生産が原材料の輸入や製品の輸出に便利な「海に面した都市で多く行われている」と展開（前

半）での質疑を通じて導出したことに由来していると考えられる。「日本」「ドイツ」「インド」

などの国名、「貿易」「人口」「生産量」など経済的ポテンシャルの高さを示す単語も相対的に大

きく表示される傾向にある。授業に関連した単語では「教科書」「分かる」「知れる（知られる）」

「知る」などが相対的に大きく表示されていて、授業に没頭していた児童のようすが感じられる。

上記のような結果から授業の効果を評価すると、とくに国名や流通に関する語が多く出てき

たことから「世界に向けた視野拡大」と「分布の理由についての考察」の両面で効果があった

と判断できる。とくに第 5 学年は外国との関わりの中で日本社会を考える基盤形成を図るべき

段階なので、児童の好奇心や知識欲を刺激する契機になったのではないかと考えられる。

もちろん、改善を図るべき反省点もある。その主なものを列記すると次のようになる。①国

名が目立っていることから展開（前半）の印象が強く残り過ぎた、②中国が強調され過ぎた、

③展開（後半）の印象が薄い、これらが改善の余地を残す反省点と思われる。

第 2図　テキストマイニングで分析した今回の提供授業についての児童の「振り返り」

Figure 2　Childrens’ reflection for this class practice by text mining analysis

（授業時間内に実施した「振り返り」作業の結果による）



10 香川　貴志・竹村　晴香

その反省点の改善には、展開の前後半に各々 1 コマを充てるなど、児童が一層落ち着いて取

り組めるような工夫が必要になるだろう。ただ、学年を通じての学習計画との兼ね合いもある

ため、他の単元を含めた時間調整が不可欠であり、授業内容に関する不断の吟味が求められる。

5．大学から小中学校や高等学校へ授業を提供する意義―むすびに代えて―

以上のように本稿では、筆者 2 名が協力して京都教育大学から京田辺市立桃園小学校へ提供

した授業を通じ、その準備から授業実践までを追った。今回提供した授業では、世界における

日本の自動車生産の位置付けが分かる教材を用意した。本授業を行うことで、世界への視野拡

大の大切さ、資料を使って考察することの楽しさを児童たちに実感してもらえたのではないか

と考えている。

周到な準備と設計を施せば児童の関心が得られることは「（外国の）教科書」「分かる」「知れ

た（知られた）」という好奇心や知的刺激に関わる語がテキストマイニングで析出された事実で

明白である。しかし、授業実践に明確なゴールは無い。なぜなら、授業の目標を定め、それを

実践者が「達成できた」と考えたところで、枚挙にいとまがない未発掘の教材や実践方法が残っ

ているからである。

そして、少なくとも初等教育での授業設計の際に初等教育の学習内容を精査・研究するだけ

では不十分である。今回の授業提供でも確認できたが、中学校や高等学校の教科書にも児童が

関心を示す写真や図が多くある。もちろん授業実践者が多くの教材を吟味することは不可欠で

ある。これは中等教育においても同様で、中学校での授業設計には高等学校や大学で学ぶ地形

図読図の内容を知っておかなければ、地形や都市発展を説明できない。さらに高等学校では、

大学や大学院の水準にある知識や技能、たとえば GIS の基礎や大縮尺地図の表現技法がとりわ

け「地理探究」の授業では大切である。

ここで注意しておくべきは、中学校では高等学校受験、高等学校では大学受験や就職試験が

大きな目標になるため、いわゆる受験対策が学校教育の基軸になってしまいがちなことである。

そこでは、コンテンツベースの教育が行われることもあろうし、受験技能の伝授に腐心した授

業を生徒と教師の双方が望むこともあるだろう。

さいわい、大都市の一部地域を除いて国公私立の中学校や中等教育学校の受験は普遍化して

いないため、小学校における教育は、2017 年版学習指導要領が謳う「主体的・対話的で深い学び」

を実現しやすい環境に恵まれている。中学校や中等教育学校受験については、現実として学習

塾や家庭教師等の補習校に依存している部分が大きいので、小学校の教育現場では、即答でき

るような知識を詰め込むよりも地図や写真、データやグラフを活用して「見方・考え方」の基

盤形成を図るべきである。その際、学習塾では実践が難しい話し合いやディベートなど、小学

校現場で多用される手法が有効に働くと考えられる。

こうした授業設計や授業実践の能力育成を図るのが教員養成系大学・学部の目標や課題であ

るのなら、こうした大学で講義を担当する大学教員は、理屈や理論ではなく「実践の経験」で

学校教育の姿を熟知しておいた方が良い。とりわけ教育職員免許状を所持していない大学教員、

初等中等教育の教壇に立った経験がない大学教員は、数回は児童生徒と教室で接して、児童生
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徒の反応を確認しながら自己研鑽に励み、その成果を大学で学生たちに還元すべきである。

大学から授業提供を受ける場合の様々な準備は、初等中等教育の教員にとってもかけがえの

ない経験となる。提供される授業の参観によって、普段の授業とは違う表情や仕草を見せる児

童生徒から学べることは非常に多い。教員免許更新講習が 2022 年度より廃止されたが、それ以

上の成果が大学と初等中等教育の連携によって得られるといっても過言ではないだろう。
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注

1）本稿で使用した文献のうち、村瀬、大野、松橋、内藤、北島の各氏による論考は、2010 年

に発行された『歴史地理教育』第 755 号の特集記事「変貌する自動車産業」に掲載されたも

ので、第 1 表における小単元 2「自動車工業のさかんな地域」との密接に関連する。

2）本稿をまとめる過程の 2022 年 2 月 13 日に第一筆者が日本自動車工業会（2021）を確認し

たところ、2019 年の数値が併記されていた。それによると、2018 年データとの比較で 1 ～ 3
位の順序変動はなかったが、4 位と 5 位は順序が逆転していた。上位 5 か国の数値は、中国：

2,672 万台、アメリカ合衆国：1,088 万台、日本：968 万台、ドイツ：486 万台、インド：

452 万台だった。

3）授業実施校が京都の近郊に相当する京田辺市内の小学校だったため、都市地理学的な見地か

ら京都の中心業務街として四条烏丸、中心商店街として四条河原町を例にした。

4）写真に示された場所は上海市の中心から南西近郊にある徐汇区の上海体育场（八万人体育

场＝上海スタジアム）付近の立交路（インターチェンジ）と周辺地域である。

5）教科書の原本において両図は別ページに載っているが、比較を容易にするために第一筆者が

編集して 1 枚のスライドにまとめた。

6）紙幅の制約から詳述は割愛するが、本研究で使用するワードクラウド以外に、単語出現頻度、

共起ワード、2 次元マップ、階層的クラスタリングなどが表示可能である。
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